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中
国
漁
船
の
我
が
国
巡
視
船
へ
の
衝
突
事
案
に
係
る
中
国
人
船
長
の
釈
放
及
び
ビ
デ
オ
記
録
の
取
扱
等
に
関
す

る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
七
日
、
尖
閣
諸
島
周
辺
領
海
内
に
お
い
て
、
違
法
操
業
を
し
て
い
た
中
国
漁
船
が
、
退
去
警
告
等
の
措
置
を
実
施

し
て
い
た
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
の
巡
視
船
に
衝
突
し
、
海
上
保
安
官
の
職
務
を
妨
害
す
る
事
案
が
発
生
し
た
。
中
国
人

船
長
は
海
上
保
安
庁
に
よ
っ
て
公
務
執
行
妨
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
が
、
同
月
二
十
四
日
の
那
覇
地
検
の
決
定
に
基
づ
き
、
翌

二
十
五
日
、
処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
さ
れ
た
。
那
覇
地
検
は
会
見
で
、
釈
放
の
理
由
と
し
て
、
日
中
関
係
も
考
慮
し
た
と
し
て

い
る
が
、
外
交
は
内
閣
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
検
察
に
よ
る
越
権
行
為
と
の
批
判
は
免
れ
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
釈
放
が
本
件

事
案
の
今
後
の
行
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
検
察
の
自
主
的
な
判
断
で
あ
る
か
ら
と
、
政
治
主
導
で

関
与
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
政
府
の
責
任
も
非
常
に
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

中
国
漁
船
に
よ
る
違
法
操
業
で
あ
れ
ば
、
公
務
執
行
妨
害
と
あ
わ
せ
て
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
三
条
も
適

用
し
、
当
該
漁
船
は
我
が
国
領
海
を
侵
犯
し
た
と
の
立
場
を
明
確
に
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
今
回
、
同
法
は
適

用
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

二

海
上
保
安
庁
は
、
九
月
三
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
違
反
の
疑
い
で
も
捜
査

一



を
行
っ
て
い
た
旨
答
弁
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
十
三
日
現
在
も
捜
査
を
継
続
中
か
。
継
続
中
で
あ
る

な
ら
ば
、
政
府
は
、
中
国
人
船
長
を
釈
放
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
送
致
や
起
訴
と
い
っ
た
処
理
が
現
実
的
に
可
能
と
考
え
て

い
る
の
か
。

三

九
月
二
十
五
日
、
那
覇
地
検
は
勾
留
し
て
い
た
中
国
人
船
長
を
、
処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
し
た
。
那
覇
地
検
次
席
検
事

は
、
「
日
中
関
係
を
考
慮
」
し
た
結
果
と
し
て
い
る
が
、
本
来
、
検
察
は
法
と
証
拠
に
基
づ
く
職
務
の
執
行
が
本
務
で
あ

り
、
今
回
の
よ
う
に
外
交
関
係
を
考
慮
す
る
と
い
う
の
は
ま
さ
に
越
権
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
外
交
は
ま
さ
に
内
閣

の
専
管
事
項
で
あ
り
、
政
治
主
導
を
掲
げ
て
政
権
交
代
を
果
た
し
た
民
主
党
政
権
は
、
ま
さ
に
検
察
庁
法
第
十
四
条
の
指
揮

権
を
発
動
し
て
、
検
察
に
船
長
の
釈
放
を
指
示
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

中
国
漁
船
が
衝
突
し
、
損
傷
を
受
け
た
海
上
保
安
庁
巡
視
船
二
隻
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
、
仙
谷
官
房
長
官
は
、
九
月
二

十
七
日
の
記
者
会
見
で
、
当
然
、
中
国
側
に
請
求
す
る
旨
の
発
言
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
内
閣
の
要
で
あ
る
官
房
長

官
の
発
言
で
も
あ
り
、
政
府
は
速
や
か
に
原
状
回
復
を
中
国
側
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
請
求
時
期
及
び
請
求
額
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

今
回
、
中
国
漁
船
の
体
当
た
り
を
受
け
た
海
上
保
安
庁
の
職
員
は
、
身
の
危
険
を
顧
み
ず
自
ら
の
職
務
を
遂
行
し
、
中
国

二



人
船
長
を
逮
捕
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
交
上
の
事
情
と
い
う
法
的
根
拠
も
な
い
検
察
の
判
断

に
よ
っ
て
船
長
が
釈
放
さ
れ
た
こ
と
で
、
職
員
の
士
気
低
下
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

今
回
、
中
国
漁
船
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
へ
の
衝
突
を
と
ら
え
た
ビ
デ
オ
記
録
に
関
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
十
七
条
た

だ
し
書
き
で
は
、
裁
判
前
の
証
拠
物
の
公
開
は
、
公
益
上
の
必
要
そ
の
他
の
事
由
が
あ
っ
て
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

�

右
ビ
デ
オ
記
録
は
、
海
上
保
安
庁
が
撮
影
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
原
本
の
保
管
官
庁
は
ど
こ
か
。
国
土
交
通

省
か
、
あ
る
い
は
法
務
省
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
ビ
デ
オ
記
録
は
、
中
国
漁
船
に
よ
る
違
法
性
の
存
在
を
明
確
に
示
す
た
め
の
証
拠
で
あ
り
、
公
益
上
の
必
要
性
が
十

分
存
在
す
る
と
認
識
す
る
が
、
当
該
記
録
を
公
開
す
る
か
否
か
の
判
断
を
下
す
者
の
職
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
道
に
よ
れ
ば
、
仙
谷
官
房
長
官
は
九
月
二
十
八
日
の
記
者
会
見
で
、
国
会
の
委
員
会
の
決
議
が
あ
れ
ば
ビ
デ
オ
記
録

の
公
開
に
応
じ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
の
発
言
を
し
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
関
係
委
員
会
の
決
議
が
あ
っ
て

も
、
「
秘
密
会
」
へ
の
限
定
的
な
開
示
に
と
ど
め
た
い
と
の
意
向
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
右
で
述
べ
た
公
益
性
に
加
え

三



て
、
国
民
の
本
件
に
対
す
る
強
い
関
心
、
ま
た
、
事
件
の
真
相
に
係
る
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
踏
ま
え
れ
ば
、
政
府
は
自

発
的
に
当
該
記
録
を
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

七

十
月
五
日
、
菅
総
理
は
中
国
の
温
家
宝
・
国
務
院
総
理
と
懇
談
し
た
。
外
務
省
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
尖
閣
問

題
及
び
今
後
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
何
ら
具
体
的
な
成
果
も
得
ら
れ
ず
、
単
に
日
中
関
係
の
修

復
を
国
内
世
論
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
の
思
惑
が
見
ら
れ
る
。
九
月
二
十
日
に
中
国
当
局
に
拘
束
さ
れ
た
株
式
会
社
フ

ジ
タ
社
員
四
名
の
う
ち
、
唯
一
最
後
ま
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
高
橋
定
さ
ん
が
十
月
九
日
に
無
事
に
解
放
さ
れ
た
が
、
菅
総
理

は
、
首
脳
会
談
と
い
う
機
会
を
活
か
し
、
高
橋
さ
ん
の
解
放
を
中
国
側
に
強
く
迫
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


